第４学年　単元別学習内容一覧

上巻
	1　角とその大きさ

	目    標
	指導時数・時期

	○
○
(関)

(考)

(技)

(知)
	角の大きさを回転の大きさとしてとらえることができる。

角の大きさを測定したり，目的の大きさの角を作図することができる。
・角の大きさに関心をもち，身近にある図形の角度を進んで測ろうとする。
・角の大きさを回転の大きさととらえ，その測り方を説明することができる。
・角度を測ったり，目的の大きさの角をかくことができる。
・角度の単位を知り，その測り方を理解している。
	7時間
2学期制：4月上旬～中旬
3学期制：4月上旬～中旬

	小単元
	ページ
	時
	目　　標
	学習内容
	おもな評価規準

	(課題設定)
	6～9
	1
	○回転角について知り，角について関心をもつ。
	・おうぎ形づくりによる，角(回転角)の学習への動機づけ
	(関)おうぎ形づくりを通して，回転角に関心をもち，角について調べようとする。

	①角のはかり方とかき方
	10～11
	2
	○角度の普遍単位 ° と分度器のしくみを理解し，分度器を使って角度の測定をする。
	・角度の普遍単位  ° とその測定
【 °，度】
	(知)角度の普遍単位 ° と分度器のしくみを理解する。
(技)分度器を使って角度の測定ができる。

	
	12
	3
	○辺を延長するなど工夫して角度を測ることができる。
	・工夫した角度の測定
	(考)(技)測りにくい角度の測り方を考え，実際に測ることができる。

	
	13
	4
	○三角定規の角について知り，簡単な角度の加減計算ができる。
	・三角定規の角と簡単な角度の加減計算
	(知)三角定規の角について知る。
(技)簡単な角度の加減計算ができる。

	
	14
	5
	○半回転や一回転の角の大きさについて理解し，180°をこえる角の大きさの測り方を考える。
	・半回転，一回転の角
・180°をこえる角度の測定，角度の量感
	(知)半回転や一回転の角の大きさについて理解し，角度の量感を感得する。
(考)180°をこえる角の大きさの測り方を考えることができる。

	
	15
	6
	○目的の大きさの角をかくことができる。
	・角のかき方
	(技)目的の大きさの角をかくことができる。

	たしかめましょう
	16～18
	7
	○本単元の学習内容を確認し，確実に理解する。
	・4観点に基づく評価とふりかえり
	


	＊　ふく習・じゅんび

	ページ
	学習内容
	指導時数・時期

	19
	・既習事項の確認と持続
・次単元のレディネスチェック
	1時間
2学期制：4月中旬
3学期制：4月中旬


	2　1けたでわるわり算の筆算

	目    標
	指導時数・時期

	○
○
(関)

(考)
(技)

(知)
	(2,3桁)÷(1桁)のわり算の筆算の仕方を理解し，計算ができる。
簡単な(2桁)÷(1桁)の計算が暗算でできる。
・操作活動を通して，(2,3桁)÷(1桁)の筆算の仕方を考えようとする。
・操作活動と既習の計算を関連づけながら，筆算の仕方を考えることができる。
・(2,3桁)÷(1桁)の筆算，および答えの確かめができる。
・(2,3桁)÷(1桁)の筆算の仕方，および答えの確かめ方を理解している。
	11時間
2学期制：4月中旬～5月中旬
3学期制：4月中旬～5月中旬

	小単元
	ページ
	時
	目　　標
	学習内容
	おもな評価規準

	(課題設定)
	20
	1
	○10や100の個数に着目して，(百何十)÷(1桁)や(何百)÷(1桁)の計算ができる。
	・買い物の場面によるわり算の学習の動機づけ
	(関)買い物の場面を通して，わり算の学習に関心をもつ。

	①答えが何十・何百になる計算
	21
	
	
	・10や100の個数に着目したわり算
	(考)(技)10や100の個数に着目して，(百何十)÷(1桁)や(何百)÷(1桁)の計算ができる。

	②(2けた)÷(1けた)の筆算
	22
	2
	○具体的操作を通して，(2桁)÷(1桁)のわり算の答えを求めることができる。
	・色紙を等分する具体的操作
	(技)具体的操作を通して，(2桁)÷(1桁)のわり算の答えを求めることができる。

	
	23
	3
	○(2桁)÷(1桁)で商が2桁になる筆算ができる。
	・(2桁)÷(1桁)で商が2桁になる筆算(余りなし)
【商】
	(技)(知)(2桁)÷(1桁)で商が2桁になる筆算の仕方を理解し，計算ができる。

	
	24～25
	4
・
5
	○(2桁)÷(1桁)で商が2桁になる筆算ができる。
○被除数，除数，商，余りの関係を理解し，答えを確かめることができる。
	・(2桁)÷(1桁)で商が2桁になる筆算(余りあり)
・被除数，除数，商，余りの関係の理解と答えの確かめ
	(技)(知) (2桁)÷(1桁)で商が2桁になる筆算の仕方を理解し，計算ができる。
(考)(技)被除数，除数，商，余りの関係を理解し，答えを確かめることができる。

	
	26
	6
	
	・練習
	

	③(3けた)÷(1けた)の筆算
	27
	7
	○(3桁)÷(1桁)で商が3桁になる筆算ができる。
	・(3桁)÷(1桁)で商が3桁になる筆算
	(考)(技)桁数の少ない場合を基に，(3桁)÷(1桁)で商が3桁になる筆算の仕方を考えることができる。

	
	28～29
	8
	○(3桁)÷(1桁)で商が2桁になる筆算ができる。
	・(3桁)÷(1桁)で商が2桁になる筆算
	(考)はじめの位に商が立たない場合の筆算の仕方を考えることができる。

	
	30
	9
	
	・練習
	

	④暗算
	31
	10
	○(2桁)÷(1桁)の計算が暗算でできる。
	・(2桁)÷(1桁)の暗算
	(技)(2桁)÷(1桁)の計算が暗算でできる。

	たしかめましょう
	32～33
	11
	○本単元の学習内容を確認し，確実に理解する。
	・4観点に基づく評価とふりかえり
	


	◎　算数実験室

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)
(考)
(技)
(知)
	かたむき分度器を使って，斜面などいろいろなところの角度を測り，身の回りの角度について理解する。

・傾き分度器を使って，身の回りの角度を調べようとする。
・角の大きさを見当づけて測ることができる。
・傾き分度器を使って身の回りのいろいろな角度を測ることができる。
・傾き分度器の使い方を知り，身の回りの角度について理解している。
	1時間
2学期制：5月中旬
3学期制：5月中旬

	小単元
	ページ
	時
	学習内容

	
	34～35
	1
	・かたむき分度器をつくって，いろいろなところの角度を測ること。


	◎　わくわく算数学習

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)
(考)
(技)
(知)
	図を使って自分の考えを説明し，話し合いを通して，友だちに伝えたり，友だちの考えを理解する。
・話し合い活動に関心をもち，参加しようとする。
・話し合いで大切なことを考えることができる。
・自分の考えを説明したり，相手に質問したり意見を述べたりすることができる。
・話し合いのねらいや進め方を理解している。
	1時間
2学期制：5月中旬
3学期制：5月中旬

	小単元
	ページ
	時
	学習内容

	
	36～39
	1
	・図を使って，問題を解いたり，自分の考えを説明する。


	◎　何倍でしょう

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)
(考)
(技)
(知)
	オペレーター(変量)に着目し，何倍になるかを考えて，3要素2段階の逆思考の問題を解決することができる。
・オペレーターに着目した考えを使って，問題を解決しようとする。
・オペレーターに着目する考えのよさに気づくことができる。
・オペレーターに着目して問題を解決することができる。
・a倍のb倍が(a×b)倍になることを理解している。
	2時間
2学期制：5月中旬
3学期制：5月中旬

	小単元
	ページ
	時
	目　　標
	学習内容
	おもな評価規準

	
	40
	1
	○順に戻したり，まとめて考えて，3要素2段階の逆思考の問題を解決することができる。
	・3要素2段階の逆思考の問題を，順に戻したり，まとめて考えて解決すること
	(考)順に戻したり，まとめて考えて問題を解決することができる。

	
	41
	2
	○何倍になるかに着目して，3要素2段階の逆思考の問題を解決することができる。
	・オペレーターに着目し，何倍になるかを考えて，3要素2段階の逆思考の問題を解決すること
	(考)オペレーターに着目する考えのよさに気づき，何倍になるかを考えて問題を解決することができる。
(技)数量の関係を関係図に表すことができる。


	3　折れ線グラフ

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)

(考)
(技)

(知)
	折れ線グラフのよみ方やかき方を理解する。
・折れ線グラフにの特徴をとらえ，変化の様子をよみとろうとする。
・折れ線グラフをよんだり，かいたりすることができる。
・表にまとめられた数値などをよみとり，折れ線グラフにかくことができる。
・折れ線グラフから変化の特徴をよみとる仕方を理解している。
	5時間
2学期制：5月下旬
3学期制：5月下旬

	小単元
	ページ
	時
	目　　標
	学習内容
	おもな評価規準

	(課題設定)
	42
	1
	○折れ線グラフについて知り，線の傾きから変化の増減をとらえる。
	・1日の気温変化の考察による折れ線グラフの学習への動機づけ
	(関)1日の気温の変化の考察を通して，変化の様子を調べようとする。

	①変わり方を表すグラフ
	43
	
	
	・折れ線グラフのよみと変化の様子のとらえ方
【折れ線グラフ】
	(技)(知)折れ線グラフを見て，変化の様子をよみとることができる。
(技)線の傾きから変化の増減をとらえることができる。

	
	44～45
	2
	○線の傾き具合から変化の大きさをよみとる。
	・線の傾き具合と変化の大小
	(考)(技)線の傾き具合から変化の大きさをよみとることができる。

	②折れ線グラフのかき方
	46～47
	3
	○折れ線グラフのかき方を理解し，実際にかくことができる。
	・折れ線グラフのかき方
	(技)折れ線グラフのかき方を理解し，実際にかくことができる。

	
	48～49
	4
	○目もりの縮尺を変え，波線を使ってわかりやすくグラフをかき直せることを理解する。
	・縮尺の変更と波線の使い方
	(考)(知)変化が小さい場合，目もりの縮尺を変え，波線を使ってわかりやすくグラフにかき直せることを理解している。

	たしかめましょう
	50
	5
	○本単元の学習内容を確認し，確実に理解する。
	・4観点に基づく評価とふりかえり
	


	＊　ふく習・じゅんび

	ページ
	学習内容
	指導時数・時期

	51
	・既習事項の確認と持続
・次単元のレディネスチェック
	1時間
2学期制：5月下旬
3学期制：5月下旬


	4　一億をこえる数

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)

(考)
(技)

(知)
	一億をこえる数のしくみや表し方について理解する。
・一億をこえる数のしくみを既習の数と関連づけて調べようとする。
・一億をこえる数のしくみを十進位取り記数法に基づいて考えることができる。
・一億をこえる数をよんだり，かいたりすることができる。
・億や兆の単位と数が十進位取り記数法に基づいていることを理解している。
	7時間
2学期制：5月下旬～6月上旬
3学期制：5月下旬～6月上旬

	小単元
	ページ
	時
	目　　標
	学習内容
	おもな評価規準

	(課題設定)

①億と兆
	52～53
	1
	○一億をこえる数について関心をもつ。
○一億をこえる数のしくみについて理解する。
	・世界の人口による，一億をこえる大きな数への動機づけ
・一億をこえる数のしくみ
	(関)世界の人口を通して，一億をこえる数について関心をもつ。
(知)一億をこえる数のしくみについて理解している。

	
	54
	2
	○一兆をこえる数のしくみについて理解する。
	・一兆をこえる数のしくみ
【一兆】
	(知)一兆をこえる数のしくみについて理解している。

	
	55
	3
	○大きな数の加法的・乗法的構成について理解する。
	・大きな数の構成
	(知)大きな数の加法的・乗法的構成について理解している。

	
	56～57
	4
	○10倍したり，10でわったりしたときの位の変化について理解する。
	・10倍したり，10でわったりした数と位の関係
	(技)10倍したり，10でわったりしたときの位の変化について理解している。

	②大きな数の計算
	58
	5
	○数の相対的な見方を使って，大きな数の計算ができる。
	・相対的な見方による大きな数の計算
【和，差】
	(考)(技)100×100＝一万や一万×一万＝一億の関係を使って，工夫して計算ができる。

	
	59
	6
	○(3桁)×(3桁)の筆算の仕方を考える。

○末尾に0のある乗法の筆算を工夫して計算する。
	・(3桁)×(3桁)の筆算
・末尾に0のあるかけ算の筆算

【積】
	(考)(技)桁数の少ない場合に基づいて，(3桁)×(3桁)の筆算の仕方を考えることができる。

(考)(技)末尾に0のあるかけ算の筆算の仕方を考えることができる。

	たしかめましょう
	60～61
	7
	○本単元の学習内容を確認し，確実に理解する。
	・4観点に基づく評価とふりかえり
	


	5　垂直・平行と四角形

	目    標
	指導時数・時期

	○
○
(関)
(考)
(技)
(知)
	平面上の2直線の垂直や平行の関係について知り，垂直や平行な直線をかくことができる。
台形，平行四辺形，ひし形とそれらの辺や角，対角線の性質について理解する。
・直線の交わり方に関心をもち，垂直や平行をみつけようとする。
・四角形に関心をもち，身の回りから台形，平行四辺形，ひし形をみつけようとする。
・直線の交わり方に着目し，垂直や平行になっている理由を説明できる。

・向かい合った辺の関係や対角線の交わり方に着目して，根拠をもって四角形を弁別することができる。

・垂直や平行な直線をかくことができる。

・四角形を弁別し，平行四辺形を作図することができる。
・直線についての垂直や平行の意味を理解している。

・台形，平行四辺形，ひし形の性質を理解している。
	13時間
2学期制：6月中旬～7月上旬
3学期制：6月中旬～7月上旬

	小単元
	ページ
	時
	目　　標
	学習内容
	おもな評価規準

	(課題設定)

①垂直と平行
	62～63
	1
	○2直線の垂直の関係について理解する。
	・2直線の関係の考察と学習の動機づけ
・2直線の関係と垂直
【垂直】
	(関)地図の考察を通して直線の交わり方に関心をもつ。

(知)2直線の垂直の関係を理解している。

	
	64～65
	2
	○2直線の平行の関係について理解する。
○垂直や平行な直線の性質について理解する。
	・2直線の関係と平行
・平行と垂直の関係，平行線の性質
【平行】
	(知)2直線の平行の関係を理解している。
(技)(知)垂直や平行な直線の性質を理解し，それらの関係をみつけることができる。

	②垂直や平行な直線のかき方
	66～67
	3
	○三角定規を使って，垂直，平行な直線をかく。
	・垂直や平行な直線の作図
・長方形の作図
	(技)三角定規を使って，垂直，平行な直線をかくことができる。

	
	68
	4
	○辺の垂直や平行に目をつけて長方形をかく。
	・辺の垂直や平行の関係を使った長方形の作図
	(考)(技)辺の垂直や平行に目をつけて，長方形のかき方を考えることができる。

	
	69
	5
	○方眼を使って，垂直，平行な直線をみつけたり，かいたりする。
	・方眼紙上での平行･垂直関係のよみ取りと作図
	(技)方眼を使って，垂直，平行な直線をみつけたり，かいたりすることができる。

	③四角形
	70～71
	6
	○台形，平行四辺形について理解し，それらを弁別する。
	・台形と平行四辺形の弁別
【台形，平行四辺形】
	(技)(知)台形，平行四辺形について知り，それらを弁別することができる。

	
	72
	7
	○平行四辺形の辺や角に関する性質を理解する。
	・平行四辺形の性質
	(技)(知)平行四辺形の辺や角に関する性質を理解し，角度などを求めることができる。

	
	73
	8
	○平行線の性質を利用して，平行四辺形をかく。
	・平行四辺形の作図
	(考)(技)平行線の性質を利用して，平行四辺形をかき，かき方を説明できる。

	
	74
	9
	○ひし形とその性質を理解し，かくことができる。
	・ひし形の性質，ひし形の作図
【ひし形】
	(考)ひし形について知り，その性質を理解している。

(考)ひし形のかき方を説明できる。

	
	75
	10
	○平行四辺形やひし形の対角線の性質を理解する。
	・対角線の性質

【対角線】
	(知)対角線を知り，平行四辺形やひし形の対角線の性質を理解している。

	
	76
	11
	○合同な三角形を組み合わせて平行四辺形やひし形をつくる。
	・四角形の三角形分割と構成による考察
	(考)合同な三角形を組み合わせて平行四辺形やひし形をつくり，そのわけを説明できる。

	
	77
	12
	○平行四辺形，ひし形，台形を敷き詰めたものから，四角形を見いだすことができる。
	・平行四辺形，台形，ひし形の敷き詰め
	(考)(技)平行四辺形，ひし形，台形を敷き詰めたものから，四角形を見いだすことができる。

	たしかめましょう
	78～79
	13
	○本単元の学習内容を確認し，確実に理解する。
	・4観点に基づく評価とふりかえり
	


	＊　ふく習・じゅんび

	ページ
	学習内容
	指導時数・時期

	80～81
	・既習事項の確認と持続
・次単元のレディネスチェック
	1時間
2学期制：7月上旬
3学期制：7月上旬


	6　小　数

	目    標
	指導時数・時期

	○
○
(関)

(考)
(技)

(知)
	0.1に満たない端数部分の表し方を知り，小数の表し方を理解する。

[image: image1.wmf]100

1

の位までの小数の加減計算ができる。
・小数に関心をもち，小数のしくみや数の構成をとらえようとする。。
・小数を整数と同様に十進位取り記数法の原理に基づいて考えることができる。
・小数を数直線に表したり，10倍した数，10でわった数を手際よく求めたりすることができる。
・小数の位について知り，隣の位との間には10倍，
[image: image2.wmf]10

1

の関係があることを理解している。
	9時間
2学期制：7月上旬～中旬
3学期制：7月上旬～中旬

	小単元
	ページ
	時
	目　　標
	学習内容
	おもな評価規準

	(課題設定)
	82
	1
	○0.1に満たない端数部分を，0.1を10等分した新しい単位を用いて表す仕方について考える。
	・0.1に満たない端数部分の表し方による小数の学習への動機づけ
	(関)0.1に満たない端数部分の表し方について考えようとする。

	①小数の表し方
	83
	
	
	・
[image: image3.wmf]100

1

の位までの小数の表し方
	(考)(知)0.1に満たない端数部分を，0.1を10等分した新しい単位を用いて表す仕方を考えることができる。

	
	84
	2
	○0.01に満たない端数部分を，0.01を10等分した新しい単位を用いて表す仕方について考える。
	・
[image: image4.wmf]1000

1

の位の小数の表し方
	(考)(知)0.01に満たない端数部分を，0.01を10等分した新しい単位を用いて表す仕方を考えることができる。

	②小数のしくみ
	85
	3
	○1，0.1，0.01，0.001が，それぞれ隣同士が10倍，[image: image6.wmf]10

1

の関係になっていることを理解する。
	・1，0.1，0.01，0.001の相互の関係
	(知)1，0.1，0.01，0.001が，それぞれ隣同士が10倍，
[image: image7.wmf]10

1

の関係になっていることを理解している。

	
	86
	4
	○小数の位の名称を知り，小数の加法的・乗法的構成について理解する。
	・小数の加法的・乗法的構成
【
[image: image8.wmf]100

1

の位，[image: image10.wmf]1000

1

の位，小数第1位，小数第2位，小数第3位】
	(知)小数の位の名称を知り，小数の加法的・乗法的構成について理解している。

	
	87
	5
	○小数を10倍したり，10でわったりしたときの位の変わり方について理解する。
	・10倍，10でわったときの位の変わり方
	(知)小数を10倍したり，10でわったりしたときの位の変わり方について理解している。

	
	88
	6
	○小数の大小比較ができる。
	・小数の系列，大小
	(考)(技)位取り記数法に基づいて，小数の系列や大小の比べ方を考えることができる。

	③小数のたし算・ひき算
	89
	7
	○[image: image12.wmf]100

1

の位までの小数のたし算ができる。
	・[image: image14.wmf]100

1

の位までの小数の加法
	(技)
[image: image15.wmf]100

1

の位までの小数のたし算ができる。

	
	90
	8
	○[image: image17.wmf]100

1

の位までの小数のひき算ができる。
	・[image: image19.wmf]100

1

の位までの小数の減法
	(技)
[image: image20.wmf]100

1

の位までの小数のひき算ができる。

	たしかめましょう
	91
	9
	○本単元の学習内容を確認し，確実に理解する。
	・4観点に基づく評価とふりかえり
	


	◎　夏休みの算数の自由研究

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)
(考)
(技)
(知)
	輪を2つ以上つないで切ったときにできる形を調べることができる。
・不思議な輪に興味をもち，進んで取り組もうとする。
・輪のつなぎ方に着目して，切ったときにできる形を予想することができる。
・輪のつなぎ方を変えて，いろんな形をつくることができる。
・不思議な輪のつくり方を理解している。　
	1時間
2学期制：7月中旬
3学期制：7月中旬

	小単元
	ページ
	時
	学習内容

	
	92～93
	1
	・輪を2つ以上つないで切ったときにできる形を調べる。


	7　式と計算の順じょ

	目    標
	指導時数・時期

	○
○
(関)

(考)
(技)

(知)
	(  )を含む式や四則混合式について計算の順序を知り，計算のきまりを理解する。
式を見て具体的場面を想起したり，問題をつくることができる。
・四則計算に関する計算のきまりに関心を持ち，これを用いて計算しようとする。
・計算のきまりを用いて，効率的な計算方法を考えることができる。
・計算のきまりを用いて，工夫して計算することができる。
・(　)の使い方や乗除先行をはじめ，分配法則等の計算のきまりを理解している。
	8時間
2学期制：7月下旬～9月上旬
3学期制：9月上旬～中旬

	小単元
	ページ
	時
	目　　標
	学習内容
	おもな評価規準

	(課題設定)
	94
	1
	○計算の順序に関するきまりを知り，(　)を使った式に表すことができる。
	・総合式と分解式の比較による式に関する学習への動機づけ
	(関)おつりを求める式を考えることを通して，式のきまりに関心をもつ。

	①式とその計算の

順じょ
	95
	
	
	・(　)を使って式に表すこと
	(知) (　)の使い方と計算の順序についてのきまりを知り，(　)を使った式に表すことができる。

	
	96～97
	2
・
3
	○計算の順序に関するきまりを理解し，正しく計算ができる。
	・四則混合式の計算の順序ときまりのまとめ
	(技)(知) (　)の使い方や乗除先行など計算の順序に関するきまりを理解し，正しく計算ができる。

	②計算のきまり
	98～99
	4
	○分配法則などの計算法則を知り，それを確かめることができる。
	・分配法則など計算のきまりのまとめ
	(知)分配法則などの計算法則を知り，それを確かめることができる。

	
	100～101
	5
	○計算のきまりを使って，複雑な計算の答えを工夫して求めることができる。
	・計算のきまりを使った計算の工夫
	(考)(技)計算のきまりを使って，複雑な計算の答えを工夫して求め，それを説明することができる。

	③計算の間の関係
	102
	6
	○乗法と除法，加法と減法の相互関係を理解する。
	・乗法と除法，加法と減法の相互関係
	(考)(知)乗法と除法，加法と減法の相互関係を理解し，□にあてはまる数を逆算で求める方法を知る。

	④式のよみ方
	103
	7
	○式から具体的な場面を想起することができる。
	・式から具体的な場面をよみとること
	(考)(技)式を見て，具体的な場面を想起したり，どのように考えたかを説明することができる。

	たしかめましょう
	104
	8
	○本単元の学習内容を確認し，確実に理解する。
	・4観点に基づく評価とふりかえり
	


	＊　ふく習　じゅんび

	ページ
	学習内容
	指導時数・時期

	105
	・既習事項の確認と持続
・次単元のレディネスチェック
	1時間
2学期制：9月上旬
3学期制：9月中旬


	8　2けたでわるわり算の筆算

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)

(考)
(技)

(知)
	2桁でわるわり算の筆算の仕方を理解し，計算ができる。
・操作活動を通して，2桁でわるわり算の仕方を考えようとする。
・既習の計算を基にして，2桁でわるわり算の筆算の仕方を考えることができる。
・2桁でわるわり算の筆算をすることができる。
・2桁でわるわり算の筆算の仕方を理解している。
	11時間
2学期制：9月中旬～10月上旬
3学期制：9月中旬～10月上旬

	小単元
	ページ
	時
	目　　標
	学習内容
	おもな評価規準

	(課題設定)
①何十でわるわり算
	106～107
	1
	○10の個数に着目して，(何十)÷(何十)の答えを求めることができる。
	・あめが買える個数を考えることによる2桁でわるわり算の学習の動機づけ
・10の個数に着目した(何十)÷(何十)のわり算
	(関)あめが買える個数を考えることを通して，わり算の学習に関心をもつ。

(考)(技)10の個数に着目して，(何十)÷(何十)のわり算ができる。

	
	108～109
	2
	○10の個数に着目して，(何百何十)÷(何十)，(何百)÷(何十)の答えを求めることができる。
	・10の個数に着目した，(何百何十)÷(何十)，(何百)÷(何十)のわり算
	(技)10の個数に着目して，(何百何十)÷(何十)や(何百)÷(何十)の計算ができる。

	②商が1けたになる筆算
	110～111
	3
	○(2桁)÷(2桁)の筆算ができる。
	・(2桁)÷(2桁)の筆算
	(技)(知) (2桁)÷(2桁)の筆算の仕方を理解し，計算ができる。

	
	112
	4
	○(3桁)÷(2桁)の筆算（仮商の修正なし）ができる。
	・(3桁)÷(2桁)の筆算（仮商の修正なし）
	(技)(知)(3桁)÷(2桁)の筆算(仮商の修正なし)の仕方を理解し，計算ができる。

	
	113
	5
	○(3桁)÷(2桁)の筆算（仮商の修正あり）ができる。
	・(3桁)÷(2桁)の筆算（仮商の修正あり）
	(技)(知) (3桁)÷(2桁)の筆算で，仮商の修正の仕方を理解し，正しく商を求めることができる。

	③商が2けた，3けたになるわり算
	114
	6
	○(3桁)÷(2桁)の筆算ができる。
	・(3桁)÷(2桁)の筆算
	(考)(技)桁数の少ない場合を基に，(3桁)÷(2桁)の筆算の仕方を考えることができる。

	
	115
	7
	○(4桁)÷(2桁)の筆算ができる。
	・(4桁)÷(2桁)の筆算
	(考)(技)(4桁)÷(2桁)の筆算の仕方を考えることができる。

	
	116
	8
	
	・練習
	

	④わり算のせいしつ
	117
	9
	○わり算の性質(被除数と除数の両方に同じ数を乗除しても商は変わらないこと)を理解する。
	・わり算の性質(被除数と除数の両方に同じ数を乗除しても商は変わらないこと)の理解
	(知) わり算では，被除数と除数の両方に同じ数を乗除しても商は変わらないことを理解している。

	
	118
	10
	○わり算の性質を使って，工夫して計算ができる。
	・わり算の性質を使った計算の工夫
	(考)(技)わり算の性質を使って，工夫して計算ができる。

	たしかめましょう
	119
	11
	○本単元の学習内容を確認し，確実に理解する。
	・4観点に基づく評価とふりかえり
	


	[追加単元]  割合

	目    標
	指導時数・時期

	○

(関)
(考)
(技)
(知)
	2つの数量の関係と別の2つの数量の関係とをくらべる場合に割合を用いる場合があることを理解し，割合でくらべることができる。
・2つの数量の関係と別の2つの数量の関係とを割合でくらべようとする。
・どんな場合に割合でくらべればよいか考えることができる。
・簡単な場合について割合を求め，割合でくらべることができる。
・割合の意味，もとにする量をそろえてくらべることと割合でくらべることとの関係を理解している。
	2時間
2学期制：10月上旬
3学期制：10月上旬

	小単元
	ページ
	時
	目　　標
	学習内容
	おもな評価規準

	(課題設定)

	補助教材
ほ-2～
    ほ-3
	1
	○2つの数量の関係を調べ，割合の意味と求め方を理解する。
	・平ゴムののびをくらべることによる割合でくらべることへの動機づけ
・割合の意味
【割合】
	(関)平ゴムののびをくらべる場面より，数量のくらべ方に関心をもつ。

(知)割合の意味と求め方を理解している。

	
	補助教材
ほ-4～
    ほ-5
	2
	○2つの数量の関係と別の2つの数量の関係とをくらべる場合に割合を用いる場合があることを知る。
	・平ゴムのもとの長さをそろえてくらべることを通して，割合が変わらないものは割合でくらべればよいことを理解すること
	(考)(技)簡単な場合について割合を求め，割合でくらべることができる。


	9　そろばん

	目    標
	指導時数・時期

	○

(関)
(考)
(技)
(知)
	そろばんでの小数や大きな数の加減計算の仕方を理解し，基本的技能を身につける。

・そろばんによる小数や大きな数の加法や減法の仕方を進んで身につけようとする。
・繰り上がり・繰り下がりを伴う珠の動かし方を考えることができる。
・そろばんを使って，小数や大きな数の加法，減法の計算ができる。
・そろばんによる小数や大きな数の加法，減法の計算の仕方を理解している。
	1時間
2学期制：10月上旬
3学期制：10月上旬

	小単元
	ページ
	時
	目　　標
	学習内容
	おもな評価規準

	
	120～121
	1
	○そろばんを使って小数や大きな数の計算ができる。
	・そろばんを使った小数や大きな数の計算
	(技)そろばんを使って小数や大きな数の計算ができる。


	＊　ふく習

	ページ
	学習内容
	指導時数・時期

	122
	・既習事項の確認と持続
	1時間
2学期制：10月上旬
3学期制：10月中旬


	★　発見！算数島

	ページ
	学習内容
	指導時数

	123～152
	・各単元の補充・発展問題など
	時間配当なし


※巻末にある「発見！算数島」は，少人数学習や自学自習など柔軟な扱いができるように時間配当をしていません。
すべての児童が一律に学習する必要はありません。
下巻
	10　面　積

	目    標
	指導時数・時期

	○
○
(関)

(考)
(技)
(知)
	面積の概念について理解し，面積の普遍単位cm2，m2，km2，a，haを知る。
長方形，正方形の面積の公式を知り，面積を求めることができる。
・面積について関心をもち，長方形，正方形の面積を求めようとする。
・単位正方形の個数に着目して，長方形や正方形の面積の公式を考えることができる。
・長方形や正方形の面積の公式を用いて，いろいろな図形の面積を求めることができる。
・長方形や正方形の面積の求め方知り，面積の公式を理解している。
	10時間
2学期制：10月中旬～下旬
3学期制：10月中旬～下旬

	小単元
	ページ
	時
	目　　標
	学習内容
	おもな評価規準

	(課題設定)
	2～3
	1
	○広さ比べを通して面積に関心をもつ。
	・花壇の広さ比べによる面積の学習への動機づけ
	(関)花壇の広さの比べ方をいろいろ考えようとする。

	①面積
	4～5
	2
	○面積の普遍単位cm2を知り，面積を求める。
	・面積の普遍単位cm2
【面積，cm2，平方センチメートル】
	(技)(知)面積の普遍単位cm2を知り，面積を求めることができる。

	
	6～7
	3
	○面積は単位正方形の個数で表すことを知り，長方形や正方形の面積の公式について理解する。
	・長方形，正方形の面積の公式とその利用
	(考)(知)面積は単位正方形の個数で表すことを知り，長方形や正方形の面積の公式を理解することができる。

	②面積の求め方のくふう
	8～9
	4
	○不定形の図形の面積をいろいろに考えて求めることができる。
	・不定形の図形の面積のいろいろな求め方
	(考)(技)不定形の図形の面積をいろいろに考えて求め，それを説明することができる。

	③大きな面積
	10～11
	5

・

6
	○面積の普遍単位m2を知り，面積を求める。
	・面積の普遍単位m2
【m2，平方メートル】
	(技)(知)面積の普遍単位m2を知り，面積を求めることができる。

	
	12
	7
	○1m2の面積づくりを通して，広さの量感を感得する。
	・1m2の面積づくりと面積探し（量感）
	(技)(知)1m2の面積づくりを通して，量感を感得している。

	
	13
	8
	○面積の普遍単位km2を知り，面積を求める。
	・面積の普遍単位km2の理解
【km2，平方キロメートル】
	(技)(知)面積の普遍単位km2を知り，面積を求めることができる。

	
	14～15
	9
	○面積の普遍単位a，haを知り，面積を求める。

○面積の単位間の関係を理解する。
	・面積の普遍単位a，haと面積の単位間の関係
・正方形の1辺の長さと面積の単位間の関係

【a，アール，ha，ヘクタール】
	(技)(知)面積の普遍単位a，haを知り，面積を求めることができる。

(考)(知)面積の単位間の関係や正方形の1辺の長さと面積の単位間の関係を理解している。

	たしかめましょう
	16～17
	10
	○本単元の学習内容を確認し，確実に理解する。
	・4観点に基づく評価とふりかえり
	


	11　がい数とその計算

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)

(考)
(技)
(知)
	概数の意味を理解し，四捨五入によって概数を求めることができる。
・概数に関心を持ち，身の回りで概数をみつけようとする。
・数直線などを用いて，概数や概数の表す範囲を考えることができる。
・大きな数量を四捨五入によって概数処理し，棒グラフに表すことができる。
・概数の意味と四捨五入の仕方を理解している。
	8時間
2学期制：11月上旬～中旬
3学期制：11月上旬～中旬

	小単元
	ページ
	時
	目　　標
	学習内容
	おもな評価規準

	(課題設定)
①がい数の表し方
	18～20
	1
	○四捨五入の仕方を理解し，概数で表すことができる。
	・野球場の入場者数調べによる概数の学習への動機づけ
・四捨五入による概数のとり方

【がい数，切り捨て，切り上げ，四捨五入】
	(関)野球場の入場者数調べを通して，概数に関心をもつ。

(技)(知)四捨五入の仕方を知り，概数にすることができる。

	
	21
	2
	○いろいろな概数のとり方を理解し，場面に応じて使い分けることができる。
	・概数のとり方（ある位までの概数，上から○桁の概数）
	(技)(知)「ある位まで」や「上から○桁」などの概数のとり方を理解し，場面に応じて使い分けることができる。

	
	22
	3
	○概数の表す範囲を理解し，以上，以下，未満の用語を使って表すことができる。
	・概数の表す範囲
【以上，未満，以下】
	(考)(技)概数の表す範囲を理解し，以上，以下，未満の用語を使って表すことができる。

	
	23
	4
	○概数を使って折れ線グラフに表すことができる。
	・概数を使って折れ線グラフに表すこと
	(技)概数を使って折れ線グラフに表すことができる。

	②がい数の計算
	24～25
	5
	○大きな数の加減計算について，和や差の概数での求め方を理解する。
	・和や差を概数で求めること

【がい算】
	(考)(技)大きな数の加減計算について，和や差の概数での求め方を理解している。

	
	26～27
	6

・

7
	○大きな数の乗除計算について，積や商の概数での求め方を理解する。
	・積や商を概数で求めること
	(考)(技)大きな数の乗除計算について，積や商の概数での求め方を理解している。

	たしかめましょう
	28～29
	8
	○本単元の学習内容を確認し，確実に理解する。
	・4観点に基づく評価とふりかえり
	


	◎　見積もりを使って

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)
(考)
(技)
(知)
	100や1000などのまとまりをつくって合計を見積もることができる。
・100や1000などのまとまりをつくって，合計を見積もろうとする。
・およその答えがわかればよい場面において，見積もりの有用性を理解できる。
・100や1000などのまとまりをつくって，合計を見積もることができる。
・100や1000などのまとまりをつくる見積もりの仕方を理解している。
	1時間
2学期制：11月中旬
3学期制：11月中旬

	小単元
	ページ
	時
	学習内容

	
	30～31
	1
	・見積もりの有用性を理解し，細かい計算をしないで，100や1000のまとまりをつくって合計を見積もる仕方について考える。


	◎　どんな計算になるのかな

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)
(考)
(技)
(知)
	場面に即して適切に演算を決定し，立式の根拠を説明する。
・問題をよみ，何算になるかの判断をしようとする。
・演算を決定した根拠を説明することができる。
・場面に即して適切に演算を決定し，計算することができる。
・四則演算の用いられる場面を理解している。
	1時間
2学期制：11月中旬
3学期制：11月中旬

	小単元
	ページ
	時
	学習内容

	
	32～33
	1
	・ケーキを買う場面で，適切に演算を決定し，立式の根拠を説明する。


	◎　もとの数はいくつ

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)
(考)
(技)
(知)
	3要素2段階の問題を，順にもどして考えて解決することができる。
・順に戻して考えることに関心を持ち，進んで問題に取り組もうとする。
・順に戻して考えることのよさに気づくことができる。
・要素間の関係を図に整理し，順にもどして考えることができる。
・順に戻して考えて解決する仕方を理解している。
	2時間
2学期制：11月中旬～下旬
3学期制：11月中旬～下旬

	小単元
	ページ
	時
	目　　標
	学習内容
	おもな評価規準

	
	34～35
	1
・

2
	○要素間の関係を的確にとらえ，順にもどして考えることができる。
	・3要素2段階の問題を，順に戻して考えて解決すること
	(考)(技)要素間の関係を的確にとらえ，順にもどして考えることができる。


	＊　ふく習・じゅんび

	ページ
	学習内容
	指導時数・時期

	36～37
	・既習事項の確認と持続
・次単元のレディネスチェック
	1時間
2学期制：11月下旬
3学期制：11月下旬


	12　小数×整数，小数÷整数

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)
(考)
(技)
(知)
	(小数)×(整数)や(小数)÷(整数)の計算の仕方を理解し，計算ができる。
・既習の計算や小数の意味を振り返って，(小数)×(整数)，(小数)÷(整数)の計算の仕方を考えようとする。
・0.1の個数に着目すれば，整数と同様に計算できることを理解し，説明できる。
・(小数)×(整数)や(小数)÷(整数)の計算が確実にできる。
・(小数)×(整数)や(小数)÷(整数)の計算の仕方を理解している。
	16時間
2学期制：11月下旬～12月下旬
3学期制：11月下旬～12月下旬

	小単元
	ページ
	時
	目　　標
	学習内容
	おもな評価規準

	(課題設定)
	38
	1
	○(純小数)×(整数)の計算の仕方を考える。（0.1を単位とする）
	・液量を考えることによる，(小数)×(整数)の学習への動機づけ
	(関)液量を考えることを通して，(小数)×(整数)の計算に関心をもつ。

	①小数のかけ算
	39
	
	
	・(純小数)×(整数)の計算の仕方（0.1を単位とする）
	(考)(技)0.1の個数に着目して，(純小数)×(整数)の答えの求め方を考えることができる。

	
	40
	2
	○(純小数)×(整数)の計算の仕方を考える。（0.01を単位とする）
	・(純小数)×(整数)の計算の仕方（0.01を単位とする）
	(考)(技)0.01の個数に着目して，(純小数)×(整数)の答えの求め方を考えることができる。

	
	41
	3
	○(小数)×(1位数)の筆算ができる。
	・(小数)×(1位数)の筆算
	(考)(技)整数のときと同様に考えて，(小数)×(1位数)の筆算の仕方を理解し，計算ができる。

	
	42
	4
	○(小数)×(2位数)の筆算ができる。
	・(小数)×(2位数)の筆算
	(考)(技)(小数)×(2位数)の筆算の仕方を理解し，計算ができる。

	
	43
	5
	
	・練習
	

	②小数のわり算
[4下p.53の代わりに
補助教材を使用]
	44～45
	6
	○(小数)÷(整数)の計算の仕方を考える。（0.1を単位とする）
	・(小数)÷(整数)の計算の仕方
	(考)(技)0.1の個数に着目して，(小数)÷(整数)の答えの求め方を考えることができる。

	
	46
	7
	○(整数)÷(整数)＜1の計算の仕方

○(小数)÷(整数)の計算の仕方を考える。（0.01を単位とする）
	・(整数)÷(整数)＜1の計算の仕方

・(小数)÷(整数)の計算の仕方
	(考)(技)0.1の個数に着目して，(整数)÷(整数)＜1の答えや0.01の個数に着目して，(小数)÷(整数)の答えの求め方を考えることができる。

	
	47～49
	8～

10
	○(小数)÷(整数)の筆算ができる。
	・(小数)÷(整数)の筆算
	(考)(技)整数のときと同様に考えて，(小数)÷(整数)の筆算の仕方を理解し，計算ができる。

	
	50
	11
	○(小数)÷(整数)で，被除数，除数，商，余りの関係を理解する。
	・(小数)÷(整数)で，被除数，除数，商，余りの関係
	(考)(小数)÷(整数)で，被除数，除数，商，余りの関係を理解することができる。

	
	51
	12
	○わり進みのある筆算の仕方を理解し，計算できる。
	・わり進みのある筆算
	(技)(知)わり進む場合の筆算の仕方を理解し，計算ができる。

	
	52
	13
	○割り切れない場合の商を概数で表す。
	・商を概数で表すこと
	(技)わり切れない場合に，適当な位で商を四捨五入して答えを求めることができる。

	
	補助教材
ほ-6～
    ほ-7
	14
	○小数倍の意味を理解する。
	・小数倍
	(考)小数で表される倍の意味を理解することができる。

	
	54
	15
	
	・練習
	

	たしかめましょう
	55
	16
	○本単元の学習内容を確認し，確実に理解する。
	・4観点に基づく評価とふりかえり
	


	◎　よみとる算数

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)
(考)
(技)
(知)
	身近な問題について，適切に情報を選択し，問題を解決することができる。
・身近な問題について，算数の既習事項を用いて解決しようとする。
・情報を適切に選択し，問題解決に有効な数理的処理を考えることができる。
・身近な問題について，適切に情報を選択し，問題を解決することができる。
・身近な問題について，適切に情報を選択し，問題を解決する仕方を理解している。
	1時間
2学期制：12月下旬
3学期制：12月下旬

	小単元
	ページ
	時
	学習内容

	
	56～57
	1
	・ごみの焼却工場見学の日記から適切に情報を選択して，問題を解決したり，その理由を説明したりすることができる。


	＊　ふく習・じゅんび

	ページ
	学習内容
	指導時数・時期

	58
	・既習事項の確認と持続
・次単元のレディネスチェック
	1時間
2学期制：1月中旬
3学期制：1月中旬


	13　調べ方と整理のしかた

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)
(考)
(技)
(知)
	身近な事象を2つの観点別に整理し，二次元の表に表して，その事象の特徴をつかむ力を深める。
・身近な事象を2つの観点から整理することに関心を持ち，二次元の表にまとめようとする。
・資料を2つの観点で分類する際，二次元表に整理すると効率がよいことを理解している。

・落ちや重なりがないように，資料を二次元の表に分類・整理できる。
・資料を二次元の表に分類・整理する仕方を理解している。
	4時間
2学期制：1月中旬
3学期制：1月中旬

	小単元
	ページ
	時
	目　　標
	学習内容
	おもな評価規準

	(課題設定)
	59～61
	1
	○資料を2つの観点で調べることに関心をもつ。
	・けがの調査による，2つの観点について調べることについての動機づけ
	(関)資料を1つの観点で調べることを通して，2つの観点で調べることに関心をもつ。

	
	62～63
	2
	○身近な資料を二次元の表にまとめることができる。
	・2つの観点について調べ，二次元の表にまとめること
	(考)(技)身近な資料を2つの観点で調べ，二次元の表にまとめることができる。

	
	64～65
	3
	○場合を二次元の表に整理して分類し，問題を解決することができる。
	・仲間に分けて考え，問題を解決すること
	(考)(技)二次元の表に整理して場合を分類し，問題を解決することができる。

	たしかめましょう
	66
	4
	○本単元の学習内容を確認し，確実に理解する。
	・4観点に基づく評価とふりかえり
	


	＊　ふく習・じゅんび

	ページ
	学習内容
	指導時数・時期

	67
	・既習事項の確認と持続
・次単元のレディネスチェック
	1時間
2学期制：1月下旬
3学期制：1月下旬


	14　分　数

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)
(考)
(技)
(知)
	1より大きい分数や等しい分数について理解し，同分母分数の加減計算ができる。

・1より大きい分数に関心をもち，その表し方やしくみを調べようとする。

・分数を整数や小数と同様に数としてとらえ，大小比較や加減計算ができることを理解できる。

・1より大きい分数を仮分数や帯分数で表したり，同分母分数の加減計算ができる。

・1より大きい分数の表し方，同分母分数の加減計算の仕方を理解している。
	8時間
2学期制：1月下旬～2月上旬
3学期制：1月下旬～2月上旬

	小単元
	ページ
	時
	目　　標
	学習内容
	おもな評価規準

	(課題設定)
	68～69
	1
	○1より大きい分数について関心をもつ。
	・両手を広げた長さを表すことによる1より大きい分数への動機づけ
	(関)両手を広げた長さがいろいろな単位分数のいくつ分になるかを考え，1より大きい分数に関心をもつ。

	①1より大きい分数の表し方
	70
	2
	○真分数や仮分数について理解する。
	・分数の分類と真分数と仮分数の理解

【真分数，仮分数】
	(考)(知)分数を1との大小によって3つに分類し，真分数や仮分数を理解する。

	
	71
	3
	○帯分数について理解し，仮分数を帯分数に直す仕方を理解する。
	・帯分数の理解，仮分数と帯分数の関係
【帯分数】
	(技)(知)帯分数について理解し，仮分数を帯分数に直すことができる。

	
	72
	4
	○帯分数を仮分数に直す仕方を理解する。
	・帯分数を仮分数に直す仕方の理解

・同分母分数の大小比較
	(技)(知)帯分数を仮分数に直し，大小比較ができる。

	②分数のたし算とひき算
	73
	5
	○同分母分数の加減計算ができる。
	・同分母分数の加減計算
	(技)同分母分数の加減計算ができる。

	
	74
	6
	○帯分数を含む同分母分数の加減計算ができる。
	・帯分数を含む計算
	(技)帯分数を含む同分母分数の加減計算ができる。

	③等しい分数
	75
	7
	○表記の異なる等しい分数について理解する。
	・等しい分数の理解
	(考)(技)分数には表記が違っても等しい分数があることを知り，それらをみつけることができる。

	たしかめましょう
	76～77
	8
	○本単元の学習内容を確認し，確実に理解する。
	・4観点に基づく評価とふりかえり
	


	＊　ふく習・じゅんび

	ページ
	学習内容
	指導時数・時期

	78～79
	・既習事項の確認と持続
・次単元のレディネスチェック

・コラム「昔の教科書」
	1時間
2学期制：2月上旬
3学期制：2月上旬


	15　変わり方

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)

(考)
(技)
(知)
	伴って変わる2つの数量の変化の様子を表や折れ線グラフにかいて調べたり，それらの関係を○，△を使って式に表したりすることができる。
・伴って変わる2つの数量を，表，グラフ，式にかいて調べようとする。
・表や折れ線グラフなどに表す活動を通して2量の関係を見抜き，○，△などを使って式に表すことができる。
・2量の変化の様子を表や折れ線グラフにかいて調べたり，それらの関係を○，△を使って式に表したりすることができる。
・2量の変化の様子を調べたり，関係を表したりするのに，表，折れ線グラフ，○，△を使った式を用いればよいことを理解している。
	6時間
2学期制：2月上旬～中旬
3学期制：2月上旬～中旬

	小単元
	ページ
	時
	目　　標
	学習内容
	おもな評価規準

	(課題設定)
	80～81
	1
	○伴って変わる2つの数量について，変化の様子を表にかいて調べる。
	・18本の棒でつくった長方形の縦と横の本数の変化の様子を表にかいて調べること
	(考)伴って変わる2つの数量を取り出し，それらの関係に着目することができる。

(技)数量の関係を表にかくことができる。

	
	82
	2
	○和一定(差一定)の2量の関係を表にかいて調べ，○，△を使って式に表す。
	・和一定(差一定)の2量の関係を表にかいて調べ，○，△を使って式に表すこと
	(考)(技) 和一定(差一定)の2量の関係を表にかいて調べ，○，△を使って式に表すことができる。

	
	83
	3
	○商一定の2量の関係を表にかいて調べ，○，△を使って式に表す。
	・商一定の2量の変化の関係を表にかいて調べ，○，△を使って式に表すこと
	(考)(技) 商一定の2量の関係を表にかいて調べ，○，△を使って式に表すことができる。

	
	84
	4
	○2量の変化の様子を表にかいて調べ，きまりをみつけて問題を解決する。
	・2量の変化の様子を表にかいて調べ，きまりをみつけて問題を解決すること
	(関)(技)2量の変化の様子を表にかいて調べ，きまりをみつけて問題を解決することができる。

	
	85
	5
	○2量の変化の様子を折れ線グラフにかいて調べる。
	・2量の変化の様子を折れ線グラフにかいて調べること
	(技)2量の変化の様子を折れ線グラフにかいて調べることができる。

	たしかめましょう
	86
	6
	○本単元の学習内容を確認し，確実に理解する。
	・4観点に基づく評価とふりかえり
	


	＊　ふく習・じゅんび

	ページ
	学習内容
	指導時数・時期

	87
	・既習事項の確認と持続
・次単元のレディネスチェック
	1時間
2学期制：2月中旬
3学期制：2月中旬


	16　直方体と立方体

	目    標
	指導時数・時期

	○
○

(関)

(考)
(技)
(知)
	直方体，立方体について理解し，見取図や展開図をかいたり，つくったりすることができる。また，面や辺の関係がわかる。
平面や空間の位置の表し方を理解する。

・直方体や立方体に関心をもち，その特徴をとらえようとする。
・面や辺の平行・垂直関係の観点から直方体や立方体の特徴をとらえ，説明することができる。
・直方体や立方体の見取図や展開図をかくことができる。
・横，縦，高さを用いて，平面や空間の位置を表すことができる。
・直方体，立方体の見取図や展開図のかき方，面や辺の関係を理解している
・平面や空間の位置の表し方を理解している。
	11時間
2学期制：2月下旬～3月上旬
3学期制：2月下旬～3月上旬

	小単元
	ページ
	時
	目　　標
	学習内容
	おもな評価規準

	(課題設定)
①直方体と立方体
	88～90
	1
	○直方体，立方体の面を考察し，それらの特徴を理解する。
	・箱の形の分類による学習の動機づけ

・直方体，立方体の面の考察

【直方体，立方体】
	(関)箱の形の分類を通して，直方体，立方体の学習に関心をもつ。

(技)(知)直方体，立方体の面を考察し，それらの特徴を理解する。

	
	91
	2
	○見取図について知り，直方体，立方体の見取図をかく。
	・直方体，立方体の見取図の見方とかき方

【見取図】
	(技)(知)見取図について知り，直方体，立方体の見取図がかける。

	
	92～93
	3・

4
	○展開図について知り，直方体，立方体の見取図をかいて組み立てる。
	・直方体，立方体の展開図と製作

【てん開図】
	(技)(知)展開図について知り，直方体，立方体の見取図をかいて組み立てることができる。

	②面や辺の平行と垂直
	94
	5
	○直方体，立方体の面と面の垂直・平行関係を理解する。
	・面と面の平行・垂直
【平面】
	(考)(知)直方体，立方体の面と面の垂直・平行関係を理解する。

	
	95
	6
	○直方体，立方体の辺と辺の垂直・平行関係を理解する。
	・辺と辺の平行・垂直
	(考)(知)直方体，立方体の辺と辺の垂直・平行関係を理解する。

	
	96
	7
	○直方体，立方体の面と辺の垂直・平行関係を理解する。
	・面と辺の平行・垂直
	(考)(知)直方体，立方体の面と辺の垂直・平行関係を理解する。

	
	97
	8
	
	・練習
	

	③位置の表し方
	98～99
	9
	○平面上の点の位置を横，縦を使って表す。
	・平面上の位置の表し方
	(考)(技)平面上の点の位置を横，縦を使って表すことができる。

	
	100
	10
	○平面上の点の位置を横，縦，高さを使って表す。
	・空間上の位置の表し方
	(考)(技)平面上の点の位置を横，縦，高さを使って表すことができる。

	たしかめましょう
	101
	11
	○本単元の学習内容を確認し，確実に理解する。
	・4観点に基づく評価とふりかえり
	


	◎　だれでしょう

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)
(考)

(技)

(知)
	情報を取捨選択し，論理的に考えて正しい結論を導くことができる。
・論理の問題に関心をもち，筋道立てて考えようとする。
・二次元表を使って問題を解決し，考え方を筋道立てて説明することができる。
・二次元表のあてはまるものには○，あてはまらないもには×をつけ，効率よく処理することができる。
・二次元表を使って情報を整理していけばよいことを理解している。
	1時間
2学期制：3月中旬
3学期制：3月中旬

	小単元
	ページ
	時
	目　　標
	学習内容
	おもな評価規準

	
	102～103
	1
	○論理的な推論により正しい結論を導くことができる。
	・論理的な推論により正しい結論を導くこと
	(考)(技)情報を取捨選択して，論理的に考えることができる。


	◎　みらいへのつばさ

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)
(考)

(技)

(知)
	算数を活用して，ゴミの量を減らす実行可能な計画を立てる。
・ゴミを減らすことに関心をもち，算数を活用してゴミを減らす計画を立てようとする。
・リサイクルの資料を基に，1日に減らせるゴミの量を考えることができる。
・算数を活用して，ゴミの量を減らす実行可能な計画を立てることができる。
・算数を活用したゴミを減らす計画の立て方を概ね理解している。
	1時間
2学期制：3月中旬
3学期制：3月中旬

	小単元
	ページ
	時
	目　　標
	学習内容
	おもな評価規準

	
	104～105
	1
	○算数を活用して，ゴミの量を減らす実行可能な計画を立てることができる。
	・算数を活用して，ゴミの量を減らす実行可能な計画を立てる。
	(考)(技)算数を活用して，ゴミの量を減らす実行可能な計画を立てることができる。


	＊　もうすぐ5年生（4年のふく習）

	ページ
	学習内容
	指導時数・時期

	106～110
	・4年生の既習事項の確認と持続
	3時間
2学期制：3月中旬
3学期制：3月中旬


	★　発見！算数島

	ページ
	学習内容
	指導時数

	111～132
	・各単元の補充・発展問題など
	時間配当なし


※巻末にある「発見！算数島」は，少人数学習や自学自習など柔軟な扱いができるように時間配当をしていません。
すべての児童が一律に学習する必要はありません。
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